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この広報誌は、再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

�

�２月２５日、総合体育館で第３２回冬季ゲートボール大会を開催しました。この日は、４クラブ４チームから合計
２１人が参加し、選手の皆さんは日ごろの練習の成果を発揮して一進一退の攻防を繰り広げていました。
�３月１１日、小x中央自動車学校から市へ交通事故防止のための夜光反射材が寄贈されました。この反射材は「お
たる運がっぱ」の形で、子どもがかばんなどに着けやすいものになっており、市内の新入学児童へ配布されます。
�３月５日、市役所で篤志者表彰を行いました。篤志者表彰は、公益のため市に１００万円以上の寄付をした方を表
彰するもので、対象となる３人の方から油彩画など計１８点の作品（９７７万円相当）の寄贈を受けました。
�２月に台湾新北市を訪問した小x日台親善協会斎田会長、小x観光協会西條会長、小x日台親善協会山 事務
局長が３月１１日に市長へ帰国報告しました。今後は同市と交流を深め、観光ＰＲなどをしたいと話していました。

「広報おたる」に掲載したあなたの写真を差し上げます。ご希望の方はお申し出ください。
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�防災関係の連絡先
小a市消防本部　　　��９１３７
小a市水道局　　　　��８１１１
小a警察署　　　　　��０１１０
北海道電力�小a支店��１１１１
北海道ガス�小a支店��１５１１

小a市役所
ホームページ

●当番病院のご案内
テレホンサービス（録音による案内）
小a市夜間急病センター��４６１８
土 曜 日：午前７時～午後２時
日曜日、祝日：午前９時～午後６時
※医療相談は行っていません。
※小a市医師会ホームページでも確
　認できます。

●広報番組
テレビ�小sフラッシュニュース（ＳＴＶ）
　　　　毎 週 土 曜 日：午前１０時２５分
ラジオ�小s市民ニュース（ＦＭおたる／76．3MHz)
　　　　月 ～ 金 曜 日：午前９時４０分ごろ
　　　　土 ・ 日 曜 日：午前９時５４分ごろ
　　　�明日へ向かってスクラムトライ！（同）
　　　　第１・３月曜日：午後２時
　　　　放送翌々日の水曜日：午後７時（再放送）
※ＦＭおたるホームページからも聴くことができます。

●小z市役所（執務時間：午前９時～午後５時２０分）

住民基本台帳人口（令和元年２月２９日現在）
�人　口　１１万４０８２人（男５万１４９７人・女６万２５８５人）
　　　　　うち外国人６７０人
�世帯数　６万２９８５世帯

〒047‐8660 小a市花園２丁目１２番１号
�代表0134�4111

広報おたる（毎月１日発行）
発行・編集／小a市総務部広報広聴課
��4111内線223・224、��4331
� k o h o @ c i t y . o t a r u . l g . j p　 　　　
※新聞未購読世帯に無料で配送しますので、 
　ご希望の方はお知らせください。

今月から「見つけた！小a！」は不定期の掲載となります。

APR．２０２０

令和２年４月号

小b市

子育て世帯のための共同住宅を募集0９令和２年度予算を編成02

「冬期間マイカー通勤自粛キャンペーン」ご参加ありがとうございました！0９新型コロナウイルス感染症発生を受けて　市内での感染拡大を防ぐために0５

情報パレット1０第２次小z市都市計画マスタープランを策定しました0６

まちの写真館スマイル２０この春から新しいことを始めてみませんか？0８

中小企業の設備投資支援策をご案内します！0９

４４４４４４４４４

２０２０ミスおたるの越智千香子（お
ちちかこ）さん（左）と藤井美縁
（ふじいみより）さん。「皆さんに
小dの魅力をPRしていきます！」

bb021
タイプライターテキスト
２



収
支
均
衡
予
算
を
編
成

　

令
和
２
年
度
予
算
の
一
般
会

計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
合

わ
せ
た
全
会
計
の
総
額
は
１
１
６

３
億
９
１
９
２
万
円
で
、
元
年
度

の
当
初
予
算
と
比
べ
る
と
６
億
２

６
１
１
万
円
（
０
・
５
％
）
増
加

し
ま
し
た
（
予
算
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
４
ペ
ー
ジ
上
の
表
を
参

照
）。
こ
の
う
ち
、
市
の
基
本
的

な
会
計
で
あ
る
一
般
会
計
の
予
算

額
は
５
８
１
億
２
６
５
０
万
円

で
、
元
年
度
と
比
べ
る
と
、
９
億

２
５
２
０
万
円
（
１
・
６
％
）
増

令和２（２０20）年４月　広報おたる　２

令和２年度予算を編成令和２年度予算を編成

め
、
不
足
額
の
約　

億
５
０
０
０

１５

万
円
に
つ
い
て
、
財
政
調
整
基
金

の
繰
り
入
れ
や
過
疎
債
を
充
当
す

る
こ
と
で
収
支
均
衡
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
内
訳

　

２
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
歳

入
と
歳
出
に
つ
い
て
、
元
年
度
の

当
初
予
算
と
比
較
し
た
主
な
特
徴

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳　

入
】

�
市
税
／
法
人
市
民
税
な
ど
で
減

収
を
見
込
み
ま
し
た
が
、
固
定
資

産
税
な
ど
で
増
収
を
見
込
ん
だ
こ

２月１９日から３月１３日まで開催された市議会第１回定例会で、令和２年度予算案が可決されました。２月１９日から３月１３日まで開催された市議会第１回定例会で、令和２年度予算案が可決されました。
そこで、予算の概要と２年度に行う主な事業についてお知らせします。そこで、予算の概要と２年度に行う主な事業についてお知らせします。

と
か
ら
、
２
億
３
７
４
０
万
円
増

の
１
３
８
億
１
０
９
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

�
地
方
消
費
税
交
付
金
／
元
年　
１０

月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、５
億
２
０
０
万
円
増
の　
３０

億
９
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

�
地
方
交
付
税
／
国
の
地
方
財
政

計
画
の
伸
び
率
な
ど
を
基
本
に
、

市
の
特
殊
事
情
や
臨
時
財
政
対
策

債
へ
の
振
り
替
え
に
よ
る
控
除
額

を
勘
案
し
て
積
算
し
た
結
果
、
６

億
９
３
０
０
万
円
減
の
１
５
０
億

４
３
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

�
繰
入
金
／
収
支
均
衡
予
算
を
編

成
す
る
た
め
の
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
り
入
れ
が
減
少
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
２
億
５
３
４
５
万

円
減
の　

億
７
０
７
７
万
円
と
な

１５

り
ま
し
た
。

�
市
債
／（
仮
称
）消
防
署
手
宮
支

署
の
建
設
工
事
の
実
施
な
ど
に
伴

い
、　

億
６
８
９
０
万
円
増
の　

億

１３

５３

３
１
５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳　

出
】

�
総
務
費
／
防
災
情
報
通
信
設
備

整
備
事
業
費
の
増
加
や
旧
緑
小
学

校
の
解
体
工
事
の
着
手
な
ど
に
よ

り
、
２
億
３
３
５
０
万
円
増
の　
１９

億
６
５
９
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

�
民
生
費
／
児
童
措
置
費
な
ど
で

増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
生
活
保

加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
年
度
の
予
算
編
成
で

は
、
元
年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ

て
、
一
般
財
源
収
入
（
囲
み
の
用

語
解
説
を
参
照
）
で
約
６
０
０
０

万
円
の
増
、
歳
出
に
必
要
な
一
般

財
源
で
約
１
億
８
０
０
０
万
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
年
度
に

引
き
続
き
財
源
不
足
が
生
じ
た
た

�一般財源と特定財源

　一般会計の収入は、

市税や地方交付税など

市が独自の判断で使え

る「一般財源」と、国

や北海道からの支出金

など使い道が限られる

「特定財源」に分けられ

ます。

用語解説

　令和２年度は、「第７次小a市総合計画」を予算化する
初年度になります。その予算編成に当たっては、「みら

いを創る、確かな一歩」をテーマに、財政状況に配慮し

ながら、将来を見据えた「課題解決」を意識して、新た

なまちづくりを進める取り組みをできる限り盛り込みま

した。その中でも、次の三つの課題に重点的に取り組み

ます。

　一つ目は「人口減少・少子化への対策」です。安心し

て子どもを生み育てられるよう、相談支援や情報発信、

医療費助成などの充実を図るとともに、子育て世代の移

住促進にも取り組みます。

　二つ目は「経済と生活の好循環の確立に向けた経済活

性化」です。その柱となる観光がさらに発展するよう、

今後の観光戦略構築に向けた調査や「日本遺産」を活用

する取り組み、海外へのプロモーションなどを進めると

ともに、地域経済を支える中小企業の活力向上を図りま

す。

　三つ目は「安全・安心や時代の変化、未来に対する備

え」です。強靭（きょうじん）なまちづくりに向けた計

画策定や公共施設等の耐震化、的確な避難行動のための

対策を進めるとともに、効率的で利便性の高い公共施設

の在り方の検討などを進めます。また、「まちの玄関口」

となる第３号ふ頭とその周辺の整備や、小a駅前広場の
在り方の検討を始めるほか、北海道新幹線の開業効果を

高めるための方策を具体化してまいります。

　これからも市民の皆さんと「対話」を重ね、皆さんが

お持ちのご意見・アイデアを市政にできるだけ反映しな

がら、将来に向けた持続可能なまちづくりを進めてまい

ります。

小e市長　迫 俊哉

令和２年度の予算編成に当たって

り
１
億
２
３
９
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
特
別
会
計
全
体
で
は
５

億
７
５
８
１
万
円
（
１
・
８
％
）

減
の
３
２
１
億
６
１
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
産
業
廃
棄

物
処
分
事
業
は
、
２
年
度
よ
り
特

別
会
計
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

企
業
会
計
で
は
、
病
院
事
業
会

計
で
、
医
療
材
料
費
の
増
や
医
療

機
器
購
入
に
係
る
建
設
改
良
費
の

増
な
ど
に
よ
り
３
億
２
４
６
６
万

円
の
増
、
下
水
道
事
業
会
計
で
、

建
設
事
業
費
の
減
少
な
ど
に
よ
り

３
億
３
２
０
１
万
円
の
減
と
な

り
、
全
体
で
は
２
億
７
６
７
２
万

円
（
１
・
１
％
）
増
の
２
６
１
億

４
４
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
健
全
化
へ
向
け
て

　

元
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

平
成　

年
度
に
引
き
続
き
実
質
収

３０

支
の
黒
字
を
確
保
で
き
る
見
通
し

で
す
。
一
方
で
、
２
年
度
の
予
算

編
成
で
は
、
一
般
財
源
収
入
の
増

加
や
事
業
の
厳
選
な
ど
に
よ
り
、

元
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
、
約

２
億
４
０
０
０
万
円
の
収
支
改
善

が
図
ら
れ
た
も
の
の
、
引
き
続
き

多
額
の
財
源
不
足
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

護
費
や
児
童
扶
養
手
当
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
１
億
３
１
２
９
万
円

減
の
２
４
８
億
６
２
５
８
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

�
消
防
費
／（
仮
称
）
消
防
署
手
宮

支
署
の
建
設
工
事
の
実
施
な
ど
に

よ
り
、
６
億
２
５
０
３
万
円
増
の

　

億
２
６
２
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

１０�
教
育
費
／
潮
見
台
中
学
校
の
校

舎
等
耐
震
補
強
等
事
業
や
、
全
小

中
学
校
に
高
速
大
容
量
の
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
学
習
用
端
末
を

整
備
す
る
教
育
情
報
化
推
進
事
業

の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
２
億
５
２

５
万
円
増
の　

億
９
５
６
６
万
円

３０

と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計

　

特
別
会
計
で
は
、
港
湾
整
備
事

業
会
計
で
、「
ひ
き
船
」
の
建
造
事

業
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

元
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
し
て

５
億
８
６
７
０
万
円
の
減
と
な
る

ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

で
、
被
保
険
者
数
の
減
少
に
よ
り

保
険
給
付
費
の
減
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
な
ど
か
ら
１
億
９
３
８
８
万

円
の
減
、
介
護
保
険
事
業
会
計

で
、
各
種
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

実
績
増
加
に
よ
り
保
険
給
付
費
の

増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ

主な使用用途一人当たりの金額
保育所、高齢者福祉、生活保護など21万８１00円民 生 費
道路、公園、港湾の維持整備、除雪など4万９４00円土 木 費
保健所や葬斎場、ごみ処理など4万４00円衛 生 費
学校教育や図書館、体育施設など2万７２00円教 育 費
商工業や観光、雇用、農林水産など2万２６00円商工費など
庁舎の維持管理、戸籍管理、選挙など1万７２00円総 務 費
市が借りたお金を返すための経費4万3２00円公 債 費
職員の給与など7万６０00円職員給与費
議会、消防など1万5800円そ の 他

３　令和２（２０２０）年４月　広報おたる

市税
 １３８億１０９０万円
（２３．８％）

諸収入
２４億２５６５万円
（４．２％）

使用料・手数料・
繰入金など
２７億９７５０万円
（４．８％）

地方交付税
 １５０億４３００万円
（２５．９％）

国庫支出金国庫支出金
１１５１１５億７８０７万円億７８０７万円
（１９（１９．９．９％）％）

市債
５３億３１５０万円
（９．２％）

道支出金
 ３５億５７８万円
（６．０％）

その他（地方譲与税・交付金など）
３６億３４１０万円（６．２％）

民生費
２４８億６２５８万円
（４２．８％）

土木費
５６億３０９５万円
（９．７％）教育費

３０億９５６６万円
（５．３％）

総務費
１９億６５９３万円
（３．４％）

公債費
４９億２３７６万円
（８．５％）

職員給与費
８６億６８２２万円
（１４．９％）

その他（議会費・消
防費など）　
１８億５０５万円（３．１％）

歳　　出 
５８１億２６５０万円

歳　　入
５８１億２６５０万円

衛生費
４６億１６万円
（７．９％）

商工・労働・
農林水産業費
２５億７４１９万円
（４．４％）

約５０万９９００円（人口１１万４０００人として）

�自主財源とは

　市税や使用料・手数料など市で自ら調
達できる財源

�依存財源とは

　交付税をはじめとする国などからの支
出金や市債などの財源

自主財源（３２．８％）
19０億３４０５万円

市民一人当たりの一般会計歳出の内訳

用語解説

一般会計の歳入・歳出

依存財源（６７．２％）
３９０億９２４５万円
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し
な
ど
の
財
源
対
策
に
よ
り
収
支

均
衡
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
で
は
、
今
後
も
人
口
減
少

が
進
む
こ
と
が
推
計
さ
れ
て
お

り
、
市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の

一
般
財
源
収
入
に
大
き
な
伸
び
が

期
待
で
き
な
い
な
ど
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
も
の

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の
中
、

将
来
に
わ
た
っ
て
効
率
的
か
つ
安

定
的
に
行
政
運
営
を
持
続
さ
せ
る

た
め
、　

年　

月
に
策
定
し
た

３０

１１

「
小
q
市
収
支
改
善
プ
ラ
ン
」に
掲

げ
た
取
り
組
み
を
着
実
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
既
存
の
事
務
事
業

の
見
直
し
に
早
急
か
つ
具
体
的
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
引
き
続
き
財

政
健
全
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

伸び率増減額元年度当初予算２年度当初予算会計区分

１.６％９億２５２０万円５７２億１３０万円５８１億２６５０万円一般会計

▲５１.４％▲５億８６７０万円１１億４１６５万円５億５４９５万円港 湾 整 備

特
別
会
計

０.９％４２万円４６１４万円４６５６万円青果物卸売市場

▲６.８％▲２５３万円３７１２万円３４５９万円水産物卸売市場

▲１.４％▲１億９３８８万円１３９億４８８５万円１３７億５４９７万円国 民 健 康 保 険

１１.３％８２９３万円７億３４４５万円８億１７３８万円住 宅

０.７％１億２３９万円１４６億３８３１万円１４７億４０７０万円介 護 保 険

３.２％６８３４万円２１億４３５１万円２２億１１８５万円後期高齢者医療

▲１００.０％▲４６７８万円４６７８万円産業廃棄物処分

▲１.８％▲５億７５８１万円３２７億３６８１万円３２１億６１００万円小　計

２.５％３億２４６６万円１３０億１２２万円１３３億２５８８万円病 院

企
業
会
計

２.５％１億２８４８万円５１億６４２４万円５２億９２７２万円水 道

▲４.６％▲３億３２０１万円７２億８３０５万円６９億５１０４万円下 水 道

０.７％１０３万円１億４６５０万円１億４７５３万円産業廃棄物等処分

６６.４％１億５４５６万円２億３２６９万円３億８７２５万円簡 易 水 道

１.１％２億７６７２万円２５８億２７７０万円２６１億４４２万円小　計

０.５％６億２６１１万円１１５７億６５８１万円１１６３億９１９２万円合　計

令和２年度予算の概要

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
課
�

�
４
１
１
１
内
線
２
３
１
〜
２
３

４
、
�
�
０
６
７
５
へ
ど
う
ぞ
。

�一般会計とは
　福祉や教育、商工業の
振興、道路の整備など地
方公共団体の行政運営に
おける基本的な会計で
す。
�特別会計とは
　国民健康保険や介護保
険など特定の事業に限定
し、一般会計と区分する
ために設置する会計で
す。それに係る特定の歳
入と歳出により個別に経
理を行います。
�企業会計とは
　企業経営という観点を
取り入れ、病院事業、水
道事業など地方公営企業
法の全部、または一部の
適用を受ける会計です。

用語解説

産業振興
�観光基礎調査事業費（６００万円）
　観光消費が地域に与える効果を把握するため、本市の産業
連関表の作成や観光客の動態などから経済効果を分析
�第３号ふ頭および周辺再開発事業費（277０万円）
　クルーズ船の受け入れ環境の改善を進めるため、第３号ふ
頭において、既存貨物上屋の一部を改良した旅客施設とバ
ス・タクシー等の駐車場の整備に向けた実施設計などに着手

�各種予防接種費（２億２６００万円）
　２年１０月から、生後６週から３２週までの乳幼児を対象に、
ロタウイルスワクチンの定期接種を実施
�特定健康診査等事業費（７０７２万
円[国保特会]）
　国民健康保険加入者の特定健
康診査の受診率向上のため、９
月までの早期受診者全員（１０月以
降は抽選）にＱＵＯカードを贈呈
するなど、受診促進キャンペー
ンを強化

市民福祉

�子育て世代包括支援センター整備事業費（８５０万円）
　子育て世代包括支援センター事業費（２００万円）
　妊娠・出産・子育てに関する相談に応じるワンストップ拠
点として、保健所内に子育て世代包括支援センターを開設
（２年９月開設予定）
�子育て支援員研修事業費（１１０万円）
　保育施設において保育補助業務を行うことができる人材を
養成する研修を実施
�こども医療助成費（市単独分）（７４６３万円）
　２年８月から市民税課税世帯の未就学児の通院費について
助成を拡大し、全ての未就学児の医療費を実質無料化（初診
時一部負担金のみ）

子ども・子育て

�図書館施設改修事業費（８０００万円）
　施設の老朽化対策のため、屋上防水改修やエレベーター更
新、館内照明のＬＥＤ化を実施

生きがい・文化

�旧緑小学校解体事業費（２億３２００万円）
　小a公園利用者の当面の駐車場確保のため、旧緑小学校の
解体工事に着手

環境・景観

�移住・定住促進住宅取得費等補助金（３００万円）
　三世代同居や近居のために移住する方などに対し、５年以
上居住することを条件に、中古住宅の取得やリフォームに要
する経費を最大１００万円補助
�小s駅前広場整備推進経費（６００万円）
　隣接する小a駅前第１ビルで予定されている再々開発に合
わせ、小a駅前広場の再整備を進めるための基本計画の策定
に着手

生活基盤

令和２年度に行う主な新規・拡大事業

※
平
成　

年
度
決
算
の
財
務
書

３０

類
の
公
表
に
つ
い
て

　
　

年
度
決
算
に
つ
い
て
、
国

３０
が
示
し
た
統
一
的
な
基
準
に
基

づ
く
財
務
書
類
を
作
成
し
ま
し

た
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

５　令和２（２０２０）年４月　広報おたる

市民の皆さんへ 市
内
で
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

３
月　

日
、
市
内
で
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
確
認

１２

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
の
市
内
で
の
感
染
拡
大
は
防
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
日
常
生
活
を
送
る
上
で
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　市民の皆さんの安全で安心な生活を守るため、全力で市内での感
染拡大防止に取り組んでいます。新型コロナウイルスに負けない強
い気持ちを持って、共にこの難局を乗り越えましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　小4市長　迫　俊哉

この記事は令和２年３月１６日に作成しました。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生
を
受
け
て

クラスター（集団感染）を
発生させないことが大切

�二つの方向の窓を同時に開け、換気する。
�お互いの距離を１～２ｍ程度あける。
�近距離での会話や発声などを避け、やむ
　を得ない場合はマスクを着用する。

　厚生労働省が設置した新型コロナウイル
ス感染症対策専門家会議では、これまで国
内で感染が確認された場所に共通していた
「三つの条件の重なり」を示しました。こ
の三つの条件が同時に重なるような場所や
場面を避け、日常生活では、次のことに気
を付けましょう。

　外出先から帰宅したときや食事の

前など、こまめにせっけんで念入り

に手を洗いましょう。アルコール消

毒液での消毒も有効です。また、職場

や学校、公共交通機関など人が集ま

るところでは「咳エチケット」を行い

ましょう。

基本は「手洗い」
せき

「咳エチケット」です

自分でできる感染症対策

　全国で未知のウイルスに対する社会不安から、感染者やその家族、知人などの接触された方々に対し、差別・いじめ・嫌がらせ

などの不当な扱いが相次いでいます。さらに、このような行為が、治療や看護に携わる医療従事者にまで及んでいます。特に医療

従事者は体温など自分の体調の変化に常に気を配り、感染に関して細心の注意を払って、人命を救うため日夜職務に当たっていま

す。人権を侵害する差別やいじめ、ＳＮＳなどによる 誹  謗 ・中傷はやめ、正しい情報に基づいた判断や行動を心掛けましょう。
ひ ぼう

「新型コロナウイルス」に関連した方々の人権への配慮をお願いします

感染者の発生を受けた市の取り組み感染者の発生を受けた市の取り組み

市内中小企業者等を対象とした金融等相談窓口を設置（詳細は１６ページ参照）
市税に関する証明の郵送手続き（詳細は１６ページ参照）
転出届・住民票等の郵送手続き（詳細は１７ページ参照）

�各部局における防止に向けた
　取り組みを徹底
�庁内の感染対策　　　など

市中感染の防止市中感染の防止
�医師会や医療機関との緊密な連携
�万が一の感染拡大に備えた医療
　体制と病床の確保　　　　など

市内医療機関との連携市内医療機関との連携

�市ホームページやＳＮＳ、広報
　おたる、ＦＭおたるによる周知
　を継続　　　　　　　　　など

市民への周知・注意喚起市民への周知・注意喚起
�感染者に関する調査
�調査に基づく感染拡大防止対策
�市民センターの消毒　　など

感染者発生への対応感染者発生への対応

対策本部対策本部
を設置を設置

感染が疑われる感染が疑われる
ときはご相談をときはご相談を

　次の症状があるときは、帰国者・
接触者相談センター（小a市保健所
内）へご相談ください。
�風邪の症状や３７．５�以上の発熱が
　４日以上※続いている。
　※高齢者や、糖尿病・心不全・呼吸
　　器疾患の基礎疾患がある方、透析
　　を受けている方、免疫抑制剤や
　　抗がん剤等を用いている方、妊
　　婦は２日以上。
�強いだるさや息苦しさがある。

帰国者・接触者相談センター
�平日の午前８時５０分～午後５時２０分
　　　　　　　　　　　　��３１１０
�上記以外　　　　　　　��３１１７

�詳細　保健所保健総務課��３１１７、��１４６９

袖で口・鼻を覆う

ティッシュ・
ハンカチで
口・鼻を覆う

マスクを着用する
（口・鼻を覆う）

厚生労働省ホームページより

３つの咳エチケット

密閉空間であり、密閉空間であり、
換気が悪い換気が悪い

近距離での近距離での
会話や発声会話や発声
があるがある

手の届く距離に手の届く距離に
多くの人がいる多くの人がいる

三つの条件がそろう三つの条件がそろう
場所は、クラスター場所は、クラスター
（集団感染）（集団感染）発生の発生の
リスクが高いリスクが高い



第
２
次
小
d
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

策
定
し
ま
し
た

市
で
は
、
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
を
示
す
小

市
で
は
、
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
を
示
す
小
ss
市
都
市

市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
平
成

年
に
策
定
し
ま
し
た
が
、

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
平
成　

年
に
策
定
し
ま
し
た
が
、

１５１５

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
な
ど
、
社
会
情
勢

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
な
ど
、
社
会
情
勢

が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、

が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、

こ
の
た
び
、
第
２
次
小

こ
の
た
び
、
第
２
次
小
ss
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

策
定
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
概
要

策
定
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
概
要

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
産
と
し
て
守
り
育
て
、
魅
力
度

の
向
上
に
資
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

�
持
続
可
能
で
効
率
的
な
ま
ち
づ

く
り

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど

の
社
会
動
向
に
対
応
し
、
安
全
・

安
心
で
快
適
な
都
市
生
活
を
持
続

可
能
と
す
る
効
率
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

【
部
門
別
の
方
針
】

�
土
地
利
用
の
方
針

　

地
域
ご
と
に
計
画
的
な
土
地
利

用
を
誘
導
し
、
中
心
拠
点
と
複
数

の
地
域
拠
点
に
都
市
機
能
が
集
約

さ
れ
、
そ
れ
ら
が
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
た
効
率
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

�
交
通
の
方
針

　

自
然
環
境
へ
の
配
慮
、
地
域
特

性
や
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な

ど
へ
の
対
応
、
長
期
未
整
備
の
都

市
計
画
道
路
な
ど
の
課
題
に
適
切

に
対
応
し
、
地
域
経
済
と
暮
ら
し

を
支
え
、
交
流
に
寄
与
す
る
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を
目
指
し

ま
す
。

�
緑
の
方
針

�
公
園
・
緑
地
等
の
方
針

　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
魅
力

あ
る
公
園
・
緑
地
の
整
備
お
よ
び

利
活
用
を
進
め
、緑
を
育
み
、緑
と

親
し
む
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

�
自
然
環
境
の
方
針

　

市
街
地
背
後
に
広
が
る
山
々

は
、
雨
水
貯
留
、
土
砂
流
出
防
止

な
ど
防
災
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

自
然
を
守
り
、
次
世
代
に
継
承
し

て
い
き
ま
す
。

�
生
活
環
境
の
方
針

�
住
宅
・
住
環
境
の
方
針

　

子
ど
も
を
産
み
、育
て
や
す
く
、

全
て
の
人
が
安
心
し
て
快
適
に
住

み
続
け
ら
れ
る
住
宅
・
住
環
境
の

形
成
や
、
空
き
家
、
低
・
未
利
用

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

都
市
計
画
は
、
安
全
、
快
適
、

機
能
的
な
都
市
の
形
成
を
計
画
的

に
整
備
、
誘
導
す
る
た
め
、
都
市

全
体
の
観
点
か
ら
個
々
の
都
市
計

画
の
規
制
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
空
間
の
適
正
な
配
置
等
の

実
現
に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た

都
市
の
将
来
像
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
役
割
を
担

う
の
が
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
あ
り
、
総
合
的
な
大
枠
で
の

将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
方
針
を

示
す
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
に
２
０
１

１５

０
年
代
後
半
を
目
標
年
次
と
し
た

小
q
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む

な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
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自
然
と
人
が
紡
ぐ
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち　

小
d

変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
に
対
応
し
、
安
全
で
快
適
な
生

活
を
持
続
可
能
と
す
る
た
め
、
こ

の
計
画
を
見
直
し
、
第
２
次
小
q

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
学
識
経

験
者
を
は
じ
め
、
市
民

や
関
係
す
る
行
政
機
関

な
ど
で
組
織
す
る
策
定

委
員
会
を
設
置
し
、
将

来
人
口
推
計
や
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
な
ど
を
基
に
、
２
年
間

に
わ
た
り
協
議
が
行
わ
れ
、
都
市

計
画
審
議
会
の
審
議
を
経
て
、
令

和
２
年
２
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
方
針

【
将
来
都
市
像
】

自
然
と
人
が
紡
ぐ
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち　

小
a

【
基
本
目
標
】

�
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り

　

交
流
人
口
が
も
た
ら
す
経
済
効

果
で
ま
ち
の
活
力
を
高
め
る
た

め
、
多
彩
な
地
域
資
源
を
効
果
的

に
活
用
し
て
何
度
も
訪
れ
た
い
と

思
え
る
魅
力
的
な
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。

�
安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り

　

快
適
で
利
便
性
が
高
く
、
自
然

災
害
に
強
い
生
活
基
盤
を
充
実
す

る
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
人
に

と
っ
て
、
安
全
・
安
心
で
暮
ら
し

や
す
く
、
住
ん
で
み
た
い
・
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

�
自
然
を
大
切
に
し
、
歴
史
・
文

化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　

豊
か
な
自
然
環
境
や
小
q
の
歴

史
、
文
化
が
息
づ
く
歴
史
的
な
街

並
み
な
ど
の
資
源
を
本
市
固
有
の

地
の
活
用
の
誘
導
に
努
め
ま
す
。

�
人
に
優
し
い
空
間
の
方
針

　

住
み
慣
れ
た
地
域
社
会
の
中
で

暮
ら
せ
る
、
人
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

�
そ
の
他
の
都
市
施
設
の
方
針

　

下
水
道
や
ご
み
処
理
施
設
な
ど

の
生
活
関
連
施
設
の
適
切
な
維

持
・
管
理
に
努
め
、
快
適
な
生
活

環
境
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

�
都
市
景
観
の
方
針

　

豊
か
な
自
然
景
観
、
歴
史
的
建

造
物
、
文
化
財
な
ど
の
良
好
な
都

市
景
観
を
保
全
、
育
成
、
創
出
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
と
協
働
で

進
め
ま
す
。

�
都
市
防
災
の
方
針

　

都
市
基
盤
施
設
の
耐
震
化
・
不

燃
化
の
促
進
、
水
道
・
電
気
等
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
、
河
川
の

改
修
な
ど
防
災
機
能
の
強
化
を
図

り
、
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
将

来
に
わ
た
り
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

【
地
域
別
の
方
針
】

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地
域
別
懇

談
会
な
ど
を
行
い
、
生
活
環
境
の

評
価
や
地
域
の
宝
物
、地
域
に
望
む

も
の
な
ど
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
等
を
反
映
し
な

が
ら
地
域
別
方
針
を
策
定
し
ま
し

た
（
上
の
図
を
参
照
）。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
実
現
に
向
け
て

　

市
で
は
、
自
治
基
本
条
例
に
お

い
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上

で
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

「
情
報
の
共
有
」、「
参
加
お
よ
び
協

働
」、市
民
や
市
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
や
責
務
な
ど
に
つ
い
て
定
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
条
例
の

基
本
的
考
え
方
を
共
有
し
、
第
２

次
小
q
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
示
し
た
方
針
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計
画

課
�
�
４
１
１
１
内
線
３
３
２
、

�
�
３
９
６
３
へ
ど
う
ぞ
。

塩谷地域／豊かな自然や歴史とともにあ

る暮らしやすさを実感できる地域

�豊かな自然・歴史を感じることのでき

　る住環境づくり

�地域特性を生かした産業の活性化

�地域の利便性の向上

�魅力ある観光・レクリエーション交流

　エリアの形成

手宮地域／特色ある歴史やコミュニティ

を大切にし、活気ある生活が息づく地域

�安心で快適な生活を支える住、商、工

　の良好な機能配置

�地域資源を生かしたまちの魅力の向上

�産業活動の利便増進と周辺環境との調和

朝里地域／地域資源を生かした魅力の創

出と暮らしやすい地域

�地域資源を生かした潤いを与える空間

　の創出

�温泉郷を核とする魅力ある空間の創出

�暮らしやすい良好な住環境づくり

長橋・オタモイ地域／身近な自然と調和

した安心、快適に暮らせる地域

�ゆとりある良好な住環境づくり

�地域コミュニティや安全・安心で快適

　な生活を支える都市基盤の形成

�潤いある自然環境の保全

高島地域／海の資源を大切にした、自然

の魅力を感じることのできる地域

�魅力ある恵まれた自然環境の保全と活用

�豊かな自然環境と調和した住環境づくり

�漁業生産活動を支える機能の向上

�魅力ある観光・レクリエーション交流

　エリアの形成

南小s地域／産業活動を支えるとともに
自然を大切にした安全・安心で快適な地域

�水や緑を身近に感じられる地域づくり

�産業活動を支える地域づくり

�交流・生活サービス機能が充実した住

　環境の形成

�交通利便性の高い新たな玄関口の創出

山手地域／落ち着きある暮らしと豊かな

自然を大切にした安心・快適な地域

�落ち着きある良好な住環境づくり

�自然に囲まれた憩い空間の形成

�交通アクセスの充実による利便性の向上

中央地域／人が集い、にぎわいあふれ

る、魅力的で歴史と共存する地域

�活気ある中心市街地の形成

�にぎわいある交流空間の形成

�小aらしい景観の形成

銭函地域／自然と調和した住環境や交流

空間の形成と活発な産業活動を支える地域

�自然と調和した住環境づくり

�産業振興を図る地域づくり

�自然に配慮した交流空間の形成

地域づくりの

テーマと目標

７　令和２（２０２０）年４月　広報おたる

　都市計画マスタープランの詳細について

は、ホームページで見ることができます。

　また、７月下旬ごろから都市計画課、市内

各サービスセンターにおいて希望される方に

概要版を配布する予定です。
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新しいことを始めてみませんか？

　楽しく運動しながら介

護予防を行います。

�対象　市内に住む６５歳

以上の方�定員　�のみ

１０人（先着）�参加料　月

３００円、保険料1２00円（�

以外は振込手数料別）

�詳細　介護保険課�内

線３１３、��６７１１

申し込み（午前９時～
午後５時）

ところ時間日教室名

４月３日�から南部
地域包括支援セン
ター��７２６８（電話
受け付けのみ）

アイケア奥沢
ビル
（奥沢１）

午前１０時～
１１時３０分

５月１４日�から
毎月第１・３木曜日
（５月のみ第２・４
木曜日）

介護予防教室
「わくわく奥沢口」
�

介護保険課�内線
３１３

最上会館
（最上１）

午前１０時～
１１時３０分

毎月第２・４水曜日
介護予防教室
「からまつ」
�

同教室リーダー濱�
（はまざき）��０３０９

奥沢本町会会館
（奥沢２）

午前１０時～
１１時３０分

毎月第１・３金曜日
介護予防教室
「おくさわ」
�

同教室リーダー米澤
（よねざわ）��６０１９、
０９０（８３７２）０６１２

東小a会館
（桜１）

午後１時３０分～
３時

毎月第１・３水曜日
介護予防教室
「健太くん」
�

同教室リーダー西川
（にしかわ）��００３９

丸山下会館
（塩谷４）

午前１０時～
１１時３０分

毎月第１・３水曜日
（４月のみ第２・４
水曜日）

シニア元気教室
「ひまわり」
�

同教室リーダー會澤
（あいざわ）��７３９３

幸会館
（幸３）

午前１０時～
１１時３０分

毎月第２・４月曜日
シニア元気教室
「はぴねす」
�

この春から

�ところ　生涯学習プラザ�対象　市内お

よび近隣市町村に住む２０歳以上の方�回数

１０回�受講料　３０００円�申し込み　次のい

ずれかの方法で４月１０日�までに生涯学習

プラザへ。�返信用はがきを持参して直接

来所�往復はがき（１講座につき１枚・消印

有効）�メール

※��で申し込む場合は、希望講座・郵便

　番号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・

　性別・電話番号を明記してください。

※��はパソコンの持ち込みが必要です。

　また別途教材費２２００円がかかります。

※応募多数のときは初めての方を優先し抽

　選となります。

�詳細　生涯学習プラザ��３３６３、��

３２９１、�lepio@city.otaru.lg.jp、〒０４７‐００３３・

富岡１‐５‐１

時間曜日期間定員講座名
午後１時３０分～３時月５月１８日～７月２０日１５人楽しいフラダンス�

午前１０時～正午
火５月１９日～７月２１日

２５人イキイキ健康体操�

午後６時３０分～
８時３０分

２０人書道入門�

午前１０時～正午

水５月２０日～７月２２日

４０人ナツメロをうたう会�

午前１０時３０分～正午２０人楽しいペン習字入門�

午後１時～２時３０分１５人楽しい韓国語入門�

午後６時３０分～８時２５人楽しい社交ダンス�

午前１０時～１１時３０分
木５月１４日～７月１６日

２５人３B体操�

午後１時～２時４５分５０人新ふるさと紀行�

午後６時３０分～８時
金５月１５日～７月１７日

２５人やさしい英会話�

午後７時～８時２０人
ピラティス・マット

エクササイズ
�

午前１０時３０分～正午

土５月１６日～７月１８日

１５人
パソコン１パソコン基礎

＆ワード初級編
�

午後１時３０分～３時１５人
パソコン２ワード
＆エクセル基礎編

�

午後１時～３時２０人楽しい将棋入門�

※新型コロナウイルスの影響により、各講座・
　教室の開催内容が変更となる場合があります。

地
域
版
介
護
予
防
教
室

生
涯
学
習
講
座（
は
つ
ら
つ
講
座
）

春
季
生
活
講
座

料金回数時間曜日期間定員講座名

１３００円４
午前１０時～

正午

月

５月１１日～
６月１日

２０人
川柳を楽しみませんか
～初心者も詠めます

�

１３００円４
午後６時３０分

～８時
２５人

ヨガ・ピラティスで
体質改善※女性のみ

�

３３００円４
午後６時３０分
～８時３０分

５月１１日～
２５日、６月８日

１６人
プロに学ぶ！美味（お
い）しいコーヒーの入
れ方と基礎知識

�

４０００円３
午前１０時３０分
～午後１時

火
５月１９日～

６月２日
１２人

はじめてのお魚レッスン
※新規開設

�

１６００円４
午後１時３０分

～４時
木

５月７日～
２８日

１８人
おりがみｄｅ脳活
（基礎編から応用編）
�

５３００円４
午前１０時～
午後１時

金
５月８日～

２９日

２０人おいしいパン生活�

１３００円４
午後１時３０分

～３時
３０人

姿勢美人☆エクササイズ
※女性のみ

�

�ところ　勤労女性センター�対象　市内

に住むまたは通勤する方（ただし��は女

性のみ）�申し込み　次のいずれかの方法

で４月１４日�までに勤労女性センターへ。

�返信用はがきを持参して直接来所�往復

はがき（１講座につき１枚・消印有効）

※�で申し込む場合は、希望講座・郵便番

　号・住所・氏名（ふりがな）・年代・性別・

　電話番号・職業の有無・託児するお子さ

　んの年齢（希望者のみ。受講時で生後６

　カ月以上）を明記してください。

※応募多数のときは抽選となります。

�詳細　勤労女性センター���６０８１、〒

０４７‐００２４・花園２‐１０‐１８

９　令和２（２０２０）年４月　広報おたる

市では、生産性向上特別措置法に基づき、認定を受けた中小企業の設備

投資を支援していますので、その概要についてお知らせします。

先端設備等導入計画
　中小企業者が設備投資を通じ労働生産性の向上を図る

ための計画です。

対　象　中小企業等経営強化法第２条第１項に規定する

中小企業者

申請先　小a市（産業港湾部産業振興課）
※設備を取得する時期については、活用する制度等によ

　り十分確認してください。

国の令和元年度補正予算
「ものづくり・商業・サービス
生産性向上促進補助金」
（ものづくり補助金）
　中小企業が行う、革新的なサー

ビス開発・試作品開発・生産プロ

セスの改善に必要な設備投資等を

支援します。詳細は右表のとおり

です。

�詳細　産業振興課��４１１１内線２６３、��７４３２

対象

【要件】
�付加価値額　＋３�以上／年
�給与支給総額　＋１．５�以上／年
�事業場内最低賃金　地域別最低賃金＋３０円以上

右の�～�の要件を全て満たす３～
５年の事業計画を策定・実施する中小
企業・小規模事業者等

補助率補助上限額事業類型

中小企業：２分の１

小規模事業者等：３分の２

１０００万円一般型

３０００万円グローバル展開型（新）

定額１億円ビジネスモデル構築型（新）

※通年で公募し、複数の締め切りを設けて（５月、８月、１１月、２月を予定）審査・採択。

中小企業の設備投資支援策をご案内します！

固定資産税の特例
　一定の要件を満たし、認定を受けた「先端設備等導入

計画」に基づき令和３年３月３１日までに取得した機械装

置などに係る固定資産税が３年間ゼロに軽減されます。

ただし、最低取得価額や販売開始時期などの条件があり

ます。

対　象　資本金１億円以下の法人または従業員数が１０００

人以下の個人事業主等（大企業の子会社を除く）

　市では、子育て世帯がより少ない負担で利便性

の高い地域に住めるよう、民間事業者等（オー

ナー）が有する既存の賃貸共同住宅の空き住戸を

市営住宅として借り上げ、転貸する制度（小a市
既存借上住宅制度）を実施しています。　

　申請方法や詳細な条件については、ホームペー

ジをご覧になるか、建築住宅課へお問い合わせく

ださい。

�詳細　建築住宅課��４１１１内線３５４、��４５５４

子育て世帯のための共同住宅を募集

「冬期間マイカー通勤自粛キャンペーン」
ご参加ありがとうございました！

�詳細　小a市地域公共交通活性化協議会事務局（新幹線・まちづくり推進室）��４１１１内線４８０、��３９６３

　冬期間の通勤・通学時間帯の渋滞緩和と公共交通機関の利用促進を目的として、１月に実施

した「冬期間マイカー通勤自粛キャンペーン（公共交通機関を利用しよう！）」の結果につい

て報告します。

参加人数（延べ）　２３０人（バス利用者１６８人、ＪＲ利用者４３人、徒歩１９人）

ＣＯ２削減量　約１．３２トン（ＣＯ２排出量の算出方法は、「エコ通勤」の手引き（国土交通省）を使用）

参加事業所（１５事業所）　小a商工会議所、株式会社クマシロシステム設計小a営業所、合同
会社小aカナルボート、近藤工業株式会社、中央バス観光開発株式会社、中央バスビジネス
サービス株式会社、中央ビルメンテナンス株式会社小a支店、北海道後志総合振興局小a建設
管理部、北海道後志総合振興局小a道税事務所、長崎屋小a店（五十音順）、小a市役所ほか
４事業所

※借り上げ期間中は、毎月の賃料を小a市からオーナーに支払います。
※借り上げ期間満了時には、必要な修繕を行い、借り上げた住宅を返還

　します。　

おおむねの対象エリア　錦町、色内、稲穂、富岡、緑１～３丁目、花園、

山田町、東雲町、相生町、港町、堺町、入船、松ヶ枝１丁目、住ノ江、

住吉町、信香町、若松、奥沢１～２丁目、真栄１丁目、潮見台１丁目、

新富町、勝納町、若竹町、新光１～４丁目、朝里２～３丁目

申請　６月１日�までに建築住宅課へ

　アンケートでは、「周知す

る時間があまりなかった」

「冬期間に限らず、マイ

カー通勤自粛の運動をする

べき」などのご意見が寄せ

られました。

　次回は、頂いたご意見を

参考に、より多くの方にご

参加いただきたいと考えて

います。




